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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第２四半期連結
累計期間

第30期
第２四半期連結
累計期間

第29期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 6,045,668 6,083,223 13,578,544

経常利益又は経常損失（△）（千円） 185,615 △112,683 1,000,349

当期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △16,676 △124,306 537,865

四半期包括利益又は包括利益（千円） △12,729 △124,548 542,365

純資産額（千円） 5,170,120 5,521,857 5,725,216

総資産額（千円） 15,066,066 13,569,535 14,728,984

１株当たり当期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）（円）
△4.23 △31.59 136.72

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.3 40.7 38.9

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 90,119 409,555 682,490

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △333,289 △309,518 △179,822

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） 804,749 △841,486 69,143

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
3,600,093 2,868,878 3,610,327

　

回次
第29期

第２四半期連結
会計期間

第30期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（円）
11.51 △3.15

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．第29期第２四半期連結累計期間及び第30期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

第29期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載していません。

　　　　３．売上高には、消費税等は含まれていません。

　　　　　

２【事業の内容】

　 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

EDINET提出書類

株式会社ハーバー研究所(E01063)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

２【経営上の重要な契約等】

　 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

（1）業績の状況

         当第２四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、6,083,223千円（前年同期比100.6％）となりました。

　　     昨年より提唱している正しい化粧法の普及と、大幅な新規顧客の増加を図るため、本年５月に化粧水を中心に一部

商品を値下げいたしました。新規顧客の獲得、購入件数の増加などがありましたが、値下げの影響による顧客購入

単価の低下により、基礎化粧品は3,461,063千円（前年同期比95.7％）、メイクアップ化粧品は582,114千円（前年

同期比87.0％）となりました。トイレタリーは328,066千円（前年同期比119.0％）、栄養補助食品・雑貨等は

1,625,988千円（前年同期比120.6％）となりました。

　　     販売ルート別では、通販が3,694,166千円（前年同期比95.5％）、百貨店は546,414千円（前年同期比93.1％）、直

営店は338,483千円（前年同期比87.8％）、その他卸売は1,443,415千円（前年同期比126.8％）となっておりま

す。

　　     売上原価は、卸売部門の増加もあり1,583,859千円（前年同期比112.7％）となりました。販売費及び一般管理費

は、広告宣伝・販売促進費が1,785,839 千円（前年同期比121.7％）、その他が2,819,026千円（前年同期比

94.7％）、合計で4,604,865千円（前年同期比103.6％）となりました。

    　　 積極的な新規客獲得による広告宣伝費の増加もあり、営業損失は105,501千円、経常損失は112,683千円、四半期純

損失は124,306千円となりました。
 
（2）キャッシュ・フローの状況

         当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ741,449千円減少し2,868,878千円となりました。

　　　　 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　　　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

           営業活動の結果得られた資金は409,555千円となりました。これは主に、税金等調整前当期純損失120,204千円

の減少要因と減価償却費303,914千円、未払債務の増加額243,473千円の増加要因によるものです。前年同期と比

較して319,436千円の増加となっております。　

　　　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　         投資活動の結果使用した資金は、309,518千円となりました。これは主にホームページリニューアル、研修施設

の土地取得等による支出230,619千円、前連結会計年度に未払金計上した子会社株式の取得による支出98,125千

円によるものです。前年同期と比較して23,771千円の支出減少となりました。

　　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　         財務活動の結果使用した資金は、841,486千円となりました。これは主に、短期借入金の純減少額700,000千円と

長期借入金の純減少額61,692千円によるものです。前連結会計年度は本社ビル建設資金や子会社株式の取得等

により長期借入金が増加したため、前年同期と比較して1,646,235千円の減少となりました。
　　
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　   当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（4）研究開発活動

　　　　 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、56,210千円です。

　　　　 なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

         当社グループの売上高の約９割は化粧品などの売上です。景気の先行きが不透明であり、化粧品業界全体では、

国内市場規模の伸び悩み、消費者ニーズの多様化、価格の二極化、化粧品通販への新規参入企業の増加などがあり、

当社を取り巻く経営環境はますます厳しさを増しています。

　　     このような経営環境のもと、当社グループの安定的な成長のために、ハーバーの化粧理論の原点に立ち返り、化粧

品の正しい使い方の普及に努めております。基本スキンケア商品の正しい使用量を守り、お手入れの効果を実感し

ていただくために、平成24年５月に化粧水、クレンジングなど15商品の値下げを実施し、新規顧客の獲得と積極的

な拡販を図り、顧客の固定化に努めております。

         また、多様化した消費者ニーズに対応し顧客満足度の高い商品を提供していくため、生命科学研究所を中心に研

究開発及び商品開発に力を入れています。東京工業大学ほか各大学や研究機関との提携を深め新素材や新技術の

開発に努めるとともに、当社グループ企業全体で販売チャネルの開拓と深掘りを進めます。
　
（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

         当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は2,868,878千円となり、前連結会計年度末と比較し

て741,449千円の減少となりました。

　　     当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の減少、未収法人税等の減少等により13,569,535千

円となり、前連結会計年度末と比較して1,159,449千円の減少となりました。負債合計は短期借入金の減少等によ

り8,047,678千円となり、前連結会計年度末と比較して956,090千円の減少、また、純資産は利益剰余金の減少等に

より5,521,857千円となり、前連結会計年度末と比較して203,358千円の減少となりました。
　　
（7）経営者の問題認識と今後の方針について

         当社グループは、前連結会計年度に販売子会社７社を統合し、営業戦略や広告販促企画と商品発注及び在庫管理

業務を本社に集中しました。また、コールセンターは千歳と福山、物流拠点は成田と福山の２拠点体制を整えまし

た。

　       マーケティングにおいては、基礎化粧品の正しい使用量を守り、お手入れの効果を実感していただくために、化粧

水を中心とした値下げを実施しました。化粧品の正しい使い方を普及させるため、化粧法の講演、セミナー及びカ

ルチャー教室などの広報活動や宣伝活動を積極的に行ってまいります。継続的な販売促進を通じて、新規顧客の獲

得と積極的な拡販を図り、顧客の固定化につなげてまいります。インターネットでは、平成24年７月にＷＥＢサイ

トリニューアルを行いました。情報発信とコミュニケーションの強化により20～30歳代を主要なターゲットとし

た新規顧客獲得を図ります。また、購入システムの利便性向上により拡販と顧客固定化に努めます。　卸売り事業で

は、セルフ店向けはハーバーブランドの販売促進を重視するほか、男性用化粧品「男の美学」の流通チャネルへの

導入を積極的に進めてまいります。また、当社グループの商品開発力を戦略的に活用し、化粧品や食品の共同開発

商品、ＰＢ商品やＯＥＭ事業の攻勢を強めてまいります。さらに、当社卸売り部門と連結子会社との連携による営

業網の拡大に努めます。株式会社エイチプラスビイ・ライフサイエンスの通信販売部門では、当社通信販売の経験

とノウハウを積極的に組み入れて拡販に努めます。また海外では既存アジア市場の深掘りと新市場の開拓を推進

してまいります。

　長期的かつ安定的な成長のためには、連結子会社と一体化した人材育成が重要な課題です。深い商品知識を持つ

人材、多才な営業力を発揮できる人材、リーダーシップ豊富な人材の育成強化に力を入れていきます。そのために、

グループ全社の教育研修を実施し、グループ間の人材交流を積極的に行い、的確な人員配置を徹底します。

　コンプライアンス面では、内部統制をより一層充実させ、社会やステークホルダーの皆様から信頼を得られる企

業を目指します。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,935,000 3,935,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数 100株

計 3,935,000 3,935,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年７月１日～

 平成24年９月30日
－ 3,935,000 － 696,450 － 812,570

　

（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　小柳　昌之 　東京都千代田区 1,333 33.87

　小柳　東子 　東京都文京区 185 4.70

　有限会社ナチュラル 　北海道苫小牧市植苗196-11 170 4.32

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内２－７－１ 60 1.52

　小柳　典子 　北海道苫小牧市 40 1.01

　小柳　かず江 　東京都千代田区 30 0.76

　小柳　佳之 　東京都豊島区 20 0.50

　藤田　博章 　北海道苫小牧市 18 0.47

　ハーバー研究所従業員持株会 　東京都千代田区神田須田町１-24 17 0.44

　梅田　常和 　東京都府中市 17 0.44

計 － 1,892 48.08
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（７）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,933,400 39,334 －

単元未満株式 普通株式 400 － －

発行済株式総数  3,935,000 － －

総株主の議決権 － 39,334 －

　

　②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ハーバー研究所
東京都千代田区神田

須田町一丁目24番地
1,200 － 1,200 0.03

計 － 1,200 － 1,200 0.03

　

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しています。

　

２．監査証明について

　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,610,327 2,868,878

受取手形及び売掛金 ※
 1,576,303

※
 1,594,983

商品及び製品 1,212,232 1,081,635

仕掛品 48,104 80,228

原材料及び貯蔵品 648,165 661,691

繰延税金資産 310,868 352,769

その他 372,132 191,943

貸倒引当金 △14,607 △14,742

流動資産合計 7,763,526 6,817,388

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,012,727 4,005,564

減価償却累計額 △1,565,182 △1,637,383

建物及び構築物（純額） 2,447,545 2,368,180

機械装置及び運搬具 1,100,179 1,107,318

減価償却累計額 △944,401 △966,847

機械装置及び運搬具（純額） 155,778 140,470

工具、器具及び備品 868,742 876,999

減価償却累計額 △600,632 △641,880

工具、器具及び備品（純額） 268,110 235,118

土地 2,593,697 2,661,548

建設仮勘定 15,525 23,143

その他 9,706 9,706

減価償却累計額 △2,911 △3,882

その他（純額） 6,794 5,823

有形固定資産合計 5,487,451 5,434,286

無形固定資産

のれん 947,680 815,958

その他 131,275 142,529

無形固定資産合計 1,078,955 958,488

投資その他の資産

投資有価証券 9,247 5,642

繰延税金資産 135,040 126,940

差入保証金 196,809 164,985

その他 162,476 61,804

貸倒引当金 △104,523 －

投資その他の資産合計 399,050 359,373

固定資産合計 6,965,457 6,752,147

資産合計 14,728,984 13,569,535
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 822,529

※
 631,410

短期借入金 3,020,000 2,320,000

1年内返済予定の長期借入金 859,504 927,761

未払金 849,454 998,742

未払法人税等 38,810 41,741

賞与引当金 57,987 －

ポイント引当金 143,218 147,829

その他 135,539 146,856

流動負債合計 5,927,043 5,214,340

固定負債

長期借入金 2,653,436 2,523,487

退職給付引当金 207,477 204,305

役員退職慰労引当金 1,583 1,583

その他 214,228 103,961

固定負債合計 3,076,725 2,833,337

負債合計 9,003,768 8,047,678

純資産の部

株主資本

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 4,217,158 4,014,175

自己株式 △824 △958

株主資本合計 5,725,353 5,522,237

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △137 △380

その他の包括利益累計額合計 △137 △380

純資産合計 5,725,216 5,521,857

負債純資産合計 14,728,984 13,569,535
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 6,045,668 6,083,223

売上原価 1,404,935 1,583,859

売上総利益 4,640,733 4,499,363

販売費及び一般管理費 ※
 4,445,757

※
 4,604,865

営業利益又は営業損失（△） 194,975 △105,501

営業外収益

受取利息 873 444

受取配当金 160 53

受取賃貸料 14,792 14,748

保険解約返戻金 18,818 －

受取保険金 － 14,292

その他 8,504 12,305

営業外収益合計 43,149 41,845

営業外費用

支払利息 43,546 37,956

その他 8,964 11,070

営業外費用合計 52,510 49,027

経常利益又は経常損失（△） 185,615 △112,683

特別利益

固定資産売却益 199 75

特別利益合計 199 75

特別損失

固定資産除却損 19,027 4,368

投資有価証券売却損 6,054 －

投資有価証券評価損 － 3,228

特別損失合計 25,081 7,597

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

160,733 △120,204

法人税、住民税及び事業税 93,183 19,727

法人税等調整額 84,227 △15,626

法人税等合計 177,410 4,101

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △16,676 △124,306

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △16,676 △124,306
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △16,676 △124,306

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,947 △242

その他の包括利益合計 3,947 △242

四半期包括利益 △12,729 △124,548

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △13,411 △124,548

少数株主に係る四半期包括利益 681 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

160,733 △120,204

減価償却費 288,164 303,914

引当金の増減額（△は減少） △82,836 △160,937

受取利息及び受取配当金 △1,034 △498

支払利息 43,546 37,956

投資有価証券売却損益（△は益） 6,054 －

固定資産売却損益（△は益） △199 △75

固定資産除却損 19,027 4,368

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,228

保険解約損益（△は益） △18,818 －

売上債権の増減額（△は増加） 168,564 △19,614

たな卸資産の増減額（△は増加） △174,061 84,947

仕入債務の増減額（△は減少） 154,708 △191,119

未払債務の増減額（△は減少） 77,140 243,473

未払又は未収消費税等の増減額 △34,476 54,259

その他 40,014 57,312

小計 646,525 297,011

利息及び配当金の受取額 1,008 498

役員退職慰労金の支払額 △47,890 －

利息の支払額 △41,931 △40,866

法人税等の支払額 △497,358 △71,089

法人税等の還付額 29,765 224,001

営業活動によるキャッシュ・フロー 90,119 409,555

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △4,800 －

有形固定資産の取得による支出 △461,387 △152,788

無形固定資産の取得による支出 △3,577 △77,830

固定資産の売却による収入 5,714 100

投資有価証券の売却による収入 9,656 －

子会社株式の取得による支出 △203,392 ※2
 △98,125

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

211,970 －

貸付金の回収による収入 － 1,800

長期前払費用の取得による支出 △6,993 △6,781

差入保証金の差入による支出 △4,393 △4,202

差入保証金の回収による収入 87,680 35,149

保険積立金の解約による収入 27,891 －

その他 8,340 △6,839

投資活動によるキャッシュ・フロー △333,289 △309,518

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 290,000 △700,000

長期借入れによる収入 910,000 370,000

長期借入金の返済による支出 △316,094 △431,692

配当金の支払額 △78,480 △78,292

自己株式の取得による支出 － △133

その他 △676 △1,368

財務活動によるキャッシュ・フロー 804,749 △841,486

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 561,578 △741,449

現金及び現金同等物の期首残高 3,038,515 3,610,327

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,600,093

※1
 2,868,878
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。

当該会計方針の変更による、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に

与える影響は軽微です。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）　

　一部の連結子会社においては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれています。

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 3,121千円 1,328千円

支払手形 12,372 1,291

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料手当 811,035千円 927,828千円

販売促進費 967,883 1,250,974

荷造運送費 315,243 349,131

広告宣伝費 499,585 534,864

減価償却費 222,203 241,362

ポイント引当金繰入額 238,897 11,429

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 3,744,068千円 2,868,878千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △143,974 －

現金及び現金同等物 3,600,093 2,868,878

 

　※２　当第２四半期連結累計期間において、過年度に取得した子会社株式の株式取得時の未払金98,125千円の支払い

を行っています。

　

EDINET提出書類

株式会社ハーバー研究所(E01063)

四半期報告書

13/16



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月11日
取締役会

普通株式 78,676 20 平成23年３月31日平成23年６月６日利益剰余金　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月14日
取締役会

普通株式 78,676 20 平成24年３月31日平成24年６月11日利益剰余金　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

  １株当たり四半期純損失金額 4円23銭 31円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 16,676 124,306

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 16,676 124,306

普通株式の期中平均株式数（株） 3,933,823 3,933,785

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載していません。

　

２【その他】

　　　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月14日

株式会社ハーバー研究所

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀美　弘明

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　晃一

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハーバー

研究所の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日か

ら平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーバー研究所及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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